
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 日立グループは、紛争地域および高リスク地域において、武装集団に対する支援、児童労働など

の人権侵害、腐敗行為、環境破壊などに関わる恐れのある紛争鉱物 (スズ、タンタル、タングステ

ン、金 )やコバルトなどの鉱物を含んだ部品・材料の調達を回避するための責任ある調達活動に取組

んでいきます。  

 

 具体的には鉱物の原産国における社会課題や企業に期待される役割の理解に努めるとともに、

「経済協力開発機構 (OECD ) 紛争地域および高リスク地域からの鉱物の責任あるサプライチェーン

のためのデューディリジェンスガイダンス」を尊重し、その内容に基づいたサプライチェーンの調

査や取組みを継続していきます。  

 

 そして調達パートナー各社に対しては、 RMI (Responsible Minerals Initiative )が提供する

Conflict Minerals Reporting Template (CMRT :紛争鉱物報告書)などの国際的に認められたツール

を活用し、鉱物の原産国や製錬業者の特定などのサプライチェーンに関する調査を行うと同時に、  

RMAP (Responsible Minerals Assurance Process )適合製錬所からの調達を要請していきます。   
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